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  令和 2 年度宇宙工学講座実施報告書 

１．2020年度「宇宙工学講座実施報告書」に寄せて 

 
岐阜大学「宇宙工学講座」は高大連携教育として 2016 年度にスタートしました。高

校生の宇宙工学の興味を喚起し、関連した大学進学に繋ごうという特徴ある企画です。

さらに航空宇宙産業は自動車産業と並んで「ものづくり中部」の基幹でもあり、その中

枢を担う将来の高度専門職業人材を育成する切掛けとなることも期待しています。この

ような観点から、東海国立大学機構（岐阜大学・名古屋大学）、岐阜県、（株）川崎重

工業航空宇宙カンパニーを中心とし、内閣府の手厚い支援を受けた共同事業「航空宇宙

生産技術人材育成・研究開発プロジェクト」が現在進行中であり、そのセンターとなる

建屋が岐阜大学キャンパス内に 2021 年 4 月開設、稼働を開始します。 

さて本講座の実施主体は岐阜大学地域協学センターですが、共催の岐阜工業高等専門

学校、岐阜県、各務原市、かかみがはら航空宇宙博物館、岐阜県教育委員会、後援の岐阜県工業会、中日本航空専門学校、

さらに協力を宇宙航空研究開発機構（JAXA）、フランスの Planet Science から頂いています。皆様方からのご支援があっ

てこその「宇宙工学講座」であり、改めて関係各位に御礼を申し上げます。併せて、この講座の企画、編成、運営に多大

という言葉だけでは言い足りない、偉大なご貢献をして下さっている岐阜大学地域協学センター 益川浩一センター長、

佐々木実副センター長（講座実施責任者）ほか講師の皆様方に深謝致します。 

次に、今年の修了生は９校から 44 名、うち女子は 26 名でした。本講座は立ち上げから５年になります。今年度はコロナ

禍の影響があったとは思いますが、学校の数、修了生の人数、女子の割合とも堅実に推移し、関係諸先生方の御尽力に感謝申

し上げます。もう一つ、今年度特に申し上げたい事柄は、「はやぶさ２」のリターンです。これに際し様々な関連プロジェク

トが公募されました。中でも「流星バースト通信」という採択テーマは大学生グループの提案であり、しかも4名全員が岐阜

県下の高校すなわち岐阜工業高校、岐阜北高校、岐阜高校の卒業生で、取りまとめ役はまさにこの「宇宙工学講座」修了生で

す。今年度修了された生徒の皆さんにとっても、この講座が未来の夢に繋がるものとなることを願います。 

さらに本年度も、規模は小さくせざるを得ませんでしたが、缶サット甲子園・岐阜大会打上競技を 2020 年 12 月 19 日に

開催できました。私も見学させて戴きましたが、大変楽しく、かつ開催できたこと自体も大変うれしく感じています。 

なお本講座修了生の皆さんは進級、進学を含め、様々な進路に進みます。いずれの方向にしろ、この講座で獲得した真

のサイエンス経験、中でも特にサイエンティフィックに物事を考えるという姿勢はこれから大いに役立つものと思います。

いろいろな分野・領域で生かしていって頂きたいと思います。 

さらに「宇宙工学講座」について、今年度修了生のみでなく関係の先生方、共催、後援、協力機関の皆様からも、下級

生・後輩に魅力を伝えてあげて頂きたいと思います。2020 年 4 月 1日から私共は国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学

ですが、本講座は岐阜大学の事業として継続します。さらに来年度も新しい受講者を迎え一層発展し、我が国のサイエン

スまた地域の繁栄に寄与していく所存です。 

修了生諸君の今後の活躍と、来年度もフレッシュな高校生を迎え皆様とご一緒できる機会を大いに楽しみにしていると

記し、「2020 年度宇宙工学講座実施報告書」への寄稿とします。 

 

 

 

 

2021 年 1 月 28 日 

国立大学法人東海国立大学機構 

岐阜大学 学長 森脇久隆 
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  令和 2 年度宇宙工学講座実施報告書 

３．３ 講座参加校、修了者 

 

 

 

 

 

平成 28 年度以降の講座修了者数等 

年度 
参加

校数 

修了者数（受講者数） 聴講生 

人数 男子 女子 １年 ２年 ３年 人数 

平成 28 年度

2016 
９ 

３６ 

（３６） 

３４ 

（３４） 

２ 

（２） 

１２ 

（１２） 

１２ 

（１２） 

１２ 

（１２） 
 

平成 29 年度 

2017 
１６ 

３４ 

（３４） 

２６ 

（２６） 

８ 

（８） 

１５ 

（１５） 

１１ 

（１１） 

８ 

（８） 
２ 

平成 30 年度 

2018 
１３ 

４２ 

（４２） 

３６ 

（３６） 

６ 

（６） 

１８ 

（１８） 

１８ 

（１８） 

６ 

（６） 
２ 

令和元年度 

2019 
１８ 

５５ 

（５８） 

４５ 

（４８） 

１０ 

（１０） 

２８ 

（３０） 

２０ 

（２１） 

７ 

（７） 
 

令和 2年度 

2020 
１０ 

４４ 

（４６） 

１７ 

（１８） 

２７ 

（２８） 

２７ 

（２８） 

１２ 

（１３） 

５ 

（５） 
２ 

計 ６６ 
２１１ 

（２１６） 

１５８ 

（１６２） 

５３ 

（５４） 

１００ 

（１０３） 

７３ 

（７５） 

３８ 

（３８） 
６ 

 
３．４ 講師・スタッフ紹介 

閉講式リモート見学講師  

筑波宇宙センター   国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 研究開発員 久本 泰慶 氏 

野辺山宇宙電波観測所 大学共同利用機関法人自然科学研究機構 国立天文台 

野辺山宇宙電波観測所 特定技術職員 林 満 氏 

 

講 座 名城大学理工学部 准教授 

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大学院工学研究科 客員准教授 宮田 喜久子 氏 

     国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 宇宙科学広報・普及主幹付 

宇宙教育推進室（通称：宇宙教育センター） 清水 幸夫 氏 

     岐阜工業高等専門学校 機械工学科 准教授 中谷 淳 

岐阜大学       工学部機械工学科 教授 佐々木 実  

                工学部機械工学科 教授 高橋 周平 

                工学部機械工学科 教授 宮坂 武志 

工学部機械工学科 准教授 毛利 哲也 

工学部機械工学科 准教授 西田 哲 

工学部電気電子・情報工学科 助教 須藤 広志 

 

9 校 44 人    

学校名 １年 ２年 ３年 合計 

恵那高等学校 ９ １０  １９ 

加茂高等学校   １ １ 

可児工業高等学校   ３ ３ 

大垣北高等学校 ６   ６ 

中津高等学校   １ １ 

瑞浪高等学校  １  １ 

岐山高等学校 ３   ３ 

岐阜高等学校 １ １  ２ 

岐阜北高等学校 ８   ８ 

計 ２７ １２ ５ ４４     
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  令和 2 年度宇宙工学講座実施報告書 

審査内容 

事前プレゼン審査、機体審査、性能審査、事後プレゼン審査の４審査について評価し、全国大会出場校を決定します。

審査は、基本的に全国大会のレギュレーションに沿って行ないます。 また、予選時での缶サットの性能だけでなく、将来

性（全国大会へ向けての改良プランおよび及びそのマネージメントプラン）についても審査します。 

※悪天候や投下装置の故障等により性能審査ができない場合は、プレゼン審査、機体審査のみ実施します。 

※各プレゼン、機体審査/性能審査の順番は、受付後にくじ引きで決めます。 

 

（１）事前プレゼン審査 

 事前に、以下の２点をデジタルデータで１２月１４日（月）までに大会事務局の送付先に提出してください。  

①事前プレゼン動画５分以内のプレゼンテーションを録画してもらいます。 

ミッションアイデア「自らミッションを設定し、どう実現するのか」を説明して下さい。事前プレゼンでは、機体及

び機構の独創性、技術について審査します。なお、保存形式は、wmv、mp4 形式で、できるだけ容量が小さい形で作成

してください。 

②プレゼン資料 PowerPoint または、Word で作成し、大きさはＡ３、1 枚程度とし書式は自由とします。 

（２）機体審査缶サットのレギュレーションは、「2019 年度 缶サット甲子園 全国大会実施規則」に準じます。サイズ、

重量なども計測してください。 

（３）性能審査 

 自作した缶サットを、運営主体が提供するモデルロケットに搭載して打上による実験を実施します（ただし、自作ロケ

ットの場合はロケットの検査を行い認められたものだけ使用できる）。投下時に、モデルロケットから缶サット放出、自

ら設定したミッションの実行、投下後にミッションの結果確認を行います。なお、缶サットの投下高度はおよそ 50m 前

後を予定していますが、気象の状態によっては高度を下げて投下する場合もあります。また当日の運営状況によっては、

審査員の判断により投下順序を変更することがあります。  

・放出された缶サットが安定して降下するかの確認 

・着地した時、機体が損傷していないかの確認 

・自ら設定したミッションが達成できているかどうかの確認（事前プレゼンとの比較） 

・キャリアの準備は、必要ありません。 

・打上開始を宣言された後、20 分以内にランチャーに設置、打上を実施すること。 

・天候等により打上実験が実施できない場合、机上での動作確認等によって実験とする。 

（４）事後プレゼン審査 

  事前の計画と比較し、実際の実験では何が出来て何が出来なかったのか、明示的に示すこと。取得されたデータ等をわ

かりやすく説明すること。自ら設定したミッションの結果を自己評価し、全国大会へむけての改良プランおよびマネー

ジメントプラン（スケジュール等）を発表します。なお、プレゼン資料の書式は自由です。 

  プロジェクタは、準備しますがパソコンは各チームで準備してください。 

 ・審査時間 10 分間 （プレゼンテーション 7 分、質疑応答 3 分） 

（５）全体の評価基準 

・斬新なアイデアを盛り込み、実施し達成できたか。 

・従来のやり方でなく、オリジナリティの高いミッションであるか。 

・アイデアは従来通りでも、如何に確実に実現し達成できたか。 

・意義の高いミッションを設定し、実施できたか。 

・ミッションにおいてデータ取得をする場合、複数データを組み合わせて複合的に解析ができたか。 

（例えば、加速度と照度計や温度計のデータを組み合わせて、物理状況をきちんと再現できていること） 

・ミッションで得られた情報の整合性に関しても踏み込んだ検証を行ったか。 

・プレゼン内容だけではなく、表現方法等も評価の対象とする。 

 

審査結果について 

 全ての参加校の競技終了後、審査員で協議して決定し、発表する。 優勝、準優勝、技術賞、ベストプレゼンテーション

賞の賞を設定する。なお、審査委員の協議により、特別賞を授与することもあります。 優勝チームについては、缶サット

甲子園全国大会へ推薦します。 

缶サット機体、および打上用モデルロケット条件 

・高校生が自作した模擬人工衛星（缶サット）を、大会事務局が提供するモデルロケットに格納し上昇させます。モデ 
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リモート見学（左：JAXA 久本氏，右：国立天文台 林氏） 

 

７．３ 実施報告 

令和 2 年 12 月 19 日（土）岐阜大学講堂において多くの受講生が参加し閉講式が開催されました。筑波宇宙センターと

野辺山宇宙電波観測所のリモート見学ではＪＡＸＡ久本氏と国立天文台林氏による説明が行われ、受講生は熱心に聞き入

っていました。また、午前中には缶サット甲子園岐阜大会の打ち上げ審査が行われ、午後の閉講式内で事後プレゼン審査

及び表彰式が行われました。最優秀なレポートを作成した学生に送られる森脇賞は岐阜北高等学校１年の古池 莉子さん、

加茂高等学校３年の今津 夏海さんが受賞しました。 

閉講式参加人数 計 75 人 内訳 受講生：37 人 缶サット：9人 参加教員：9人 関係者：14 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

森脇学長による開会の挨拶               修了生代表挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

森脇賞授与                 村井工学部長による閉会の挨拶 
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  令和 2 年度宇宙工学講座実施報告書 

 

９．２ 缶サット甲子園事前プレゼンポスター 

 
岐阜工業高等専門学校チーム           岐阜北高等学校チーム          
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  令和 2 年度宇宙工学講座実施報告書 

１０．おわりに 
 
平成 28 年度から、岐阜大学、岐阜県、岐阜県教育委員会、(公財)岐阜かかみがはら航空宇宙博物館、ならびに各務原市、

岐阜工業高等専門学校は、岐阜大学地域協学センターの COC+プログラム（文部科学省 地（知）の拠点大学による地方創

生推進事業）のテレビ会議システムを利用した高大連携事業で、岐阜県内の高校に通う生徒を対象に岐阜大学の教育研究

を体験する機会を提供し、岐阜県内の航空宇宙産業の魅力を伝え、同産業への就業意欲の醸成・喚起を図り、さらに、宇

宙工学に関する基礎知識を習得し、今後の人工衛星・ロケット・航空産業で活躍する人材を育成することを目的に、宇宙

工学講座を開催しております。 

開講式では JAXA 清水幸夫氏、仏国プラネットサイエンスの Jerome HAMM 氏、宇宙飛行士の山崎直子氏と国内外の宇宙関

係者からビデオメッセージが寄せられました。また、座談会「宇宙工学講座の過去・現在・未来」において修了生から受

講生へのエールが贈られました。また、講座ではテレビ会議システムを利用した所属校での講義受講のほか、宇宙航空研

究開発機構(JAXA) 筑波宇宙センター等の見学を行っていますが、今年度はコロナ感染対策のため見学ツアーを実施しませ

んでした。その代わりとしまして閉講式の時には JAXA 筑波宇宙センター、国立天文台野辺山宇宙電波観測所と TV 会議シ

ステムで結び、JAXA 久本氏と国立天文台林氏のご案内によりリモート見学を実施しました。 

これまでに平成 28 年度は参加 9校、修了者 36 名であった本講座は、平成 29 年度は、参加 16 校、修了者 34 名、平成 30

年度は参加 13 校、修了者 42 名、令和元年度は参加 18 校、55 名の修了生を輩出し、今年度令和 2 年度は参加 10 校、44 名

が講座修了しております。修了生の皆様本当におめでとうございました。さらに特にレポートの内容がすばらしい受講生

には、岐阜大学長の名前を冠した「森脇賞」を授与することとし、今年度は岐阜北高等学校１年の古池莉子さん、加茂高

等学校３年の今津夏海さんの２名に贈賞いたしました。おめでとうございます。 

講座に加え、缶サット甲子園岐阜地方大会を 12 月 19 日（土）に閉講式と同時開催し、開催要項に基づき審査を行い、

優勝は岐阜工業高等専門学校、準優勝は岐阜北高等学校となりました。 

 また、開催にあたっては、関係する岐阜県、各務原市、岐阜工業高等専門学校、岐阜県教育委員会、岐阜かかみがはら

航空宇宙博物館、中日本航空専門学校、岐阜県工業会、宇宙航空研究開発機構、Planet Science（仏国）、国立天文台、東

海国立大学機構航空宇宙生産技術開発センターからは様々な面でご協力をいただいきました。ここに改めて、関係各位・

各所へのご協力への感謝と御礼を述べさせていただきたいと思います。 

 

国立大学法人岐阜大学 

地域協学センター センター長   益川浩一  

副センター長  佐々木実 
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